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古付の農具 く下〉

今回は、農作物を収穫するための2種類の農具について、説明し
孔
す
洗ょぅ 〒ほ つ み ぐ               ざ っこく  ほ か

一つは穂摘具です。弥生時代、稲や雑穀の穂刈りに使用されたのが石包丁

呼ばれる石器で、上端の 2ヶ所の孔に 「ひも」を通して手に固定させます。

一部に木製や貝製のものもありますが、古墳時代以降は主に鉄製に変わり、

∈ ⊇
|

鉄製の穂摘具

え  は さ  こ

形態も短冊形や半月形になります。やはり、刃の両端に孔があり柄に挟み込

んで使用されたと思われます。

二つ目は、弥生後期から登場する根刈り用とされる鉄鎌です。形は現代の

車刈り鎌によく似ています。鎌には刃が真っ直く
Ⅲ
なものと、曲がるタイプの

ものがあり、古い段階の鎌は直刃です。刃の基部を片側に折り曲げ、木製の

柄に装着 しています。刃の曲がりや、柄との装着角度に様々なものがみられ

ることから、同じ鉄鎌でもその機能や用途に多少の違いがあったと想像され

ます。

多摩丘陵の古代の竪穴建物跡からも、しばしぼ穂摘具や数種類の鉄鎌が検

出されることから、これらの道具が畑作物の収穫や山仕事にも使用されたこ

とが分かります。また、平安時代には鉄製農具の出土率が大幅に増えますが、

これは山林や原野の開拓がいっそう活発化したためと考えられます。

(松崎元樹主任調査研究員)

保存科学室こぼれ話 (24)

再 ぴ喬 色 顔 糾 のバ ン打 ラ に つ い て

今回は、平成16年3月 に報告された板橋区坂下三丁目遺跡から出土した古

墳時代前期の赤色彩色土器の分析例を紹介します。

この板橋区を含めた荒川水系の地域から出土する弥生時代から古墳時代の

赤色彩色土器は、肉眼観察でも他地域より赤色が鮮やかな彩色土器として知

られています。

分析試料は、祭祀遺構に伴って出土した古墳時代前期の赤色に彩色された

高亦と甕類の土師器 5点 です。これらの試料を走査型電子顕微鏡 (20KV、

1500倍)と エネルギー分散装置 (ELAP i 200)で分析をすると、同じ試料

の中で鉄分が高く出る場所と低い場所が共存していることが判明しました。

そのため、再度細かく分析を繰り返すと、鉄分の高い場所には 5点 とも共通

して図 1～ 3の結晶構造をした物質が含まれることが判明しました。

今まで赤色顔料 (ペンガラ)の 母材については、①パイプ状物質、②沼地

の褐鉄鉱、③板状の褐鉄鉱の 3種類を中心に述べてきています。しかし、今

後は②の沼地の褐鉄鉱の種類に、新たに鉄分の高い結晶構造の物質を含む地

域を追力□する必要がでてきました。

/4-お、鮮やかな赤色になる原因の一つは、これらの物質が多く含まれてい

るためと考えられます。

たんざくがた

石包丁 による穂摘 み

様々な鉄鎌(曲刃式)と柄の装着例

1  1切til町テ坦↓)ヽキ求ウ〉p「スタヽ ク ト け

5 4竹 Tl府市坦外υ)ヽキ栄分‖「スヘ ク トル

(上條朝宏主任調査研究員)
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〈八スチ市 m58・472・473遼郵〉

八王子市Nは58・4720473遺跡は、八王子北部を東西に延びる加住丘陵の

中央付近に位置し、丘陵中央部を流れる谷地川に面 した標高120～140rn

の丘陵北斜面に立地しています。
くにしてい しせき  た きやまじょうし

谷地サ|1対岸の丘陵上には国指定史跡の滝山城趾が存在し、それ以外に

も周辺には縄文時代から中世に至るまでの多くの遺跡が分布しています。

今回の調査は、東京都建設局による (仮称)新 滝山街道整備事業に伴

う調査として、当該道路予定地にかかる3つの遺跡を平成15年11月から

調査しています。調査範囲は道路用地幅に限られますaii、それでも幅約

40rrl、長さ約600rnにわたる広大な面積が調査対象となっています。

これまでのところ、Nは58遺跡からは古墳時代後期の竪穴式住居跡や中
つみいし

世と思われる積石遺構など
・
が検出されていますが、近世以降の撹乱が著

しく、遺構の遺存状態は良好ではありません。

Nは472遺跡は、地形的に二段に分かれています。下段は狭い平坦面で、

主に中世の遺構が集中して検出されています。多数の切りあった柱穴や

土坑、石組の井戸など
'が

確認され、15世紀末から16世紀初頭にかけての

国産 (瀬戸 ・美濃や常滑産など
')の

陶器や、中国から輸入された青磁、

渡来銭など
・
が出土しています。

上段は、下段とは10mほど
・
の比高差があり、わずかに北側に傾斜して

います。下段の中世遺構群と隣接しているにも関わらず、ここからは主

に縄文時代の土坑 (狩猟用の陥し穴)や 集石が検出されるのみで、中世

の遺構はほとんど
・
確認されていません。

さて、今回の調査対象地である加住丘陵には多くの遺跡が存在してい

ることから、地域住民の中でも郷土史に関心を持っている方が多く、そ

れらの方や加住地域の歴史を学んでいる地元の小 ・中学校からの要望に

より、遺跡の現地説明会を開催しました。特に、小 ・中学生には総合学

習の一環として簡単な講義をあわ併せて行い、大変好評を得ました。

(西山博章調査研究員)

福 集 だ よ 明

5月 8・9日 に一般の方を対象に縄文土器作り教室を、本物の縄文土器をモデルとして行いました。 5月

29日 (土)に 野焼きを行い、皆さん割れることなく無事完成しました。また、 6月 26日 (土)に 今年度から

の新規事業 「もようをつくろう」・「拓本教室」を行いました。考古学を学応t上で、基礎となる知識と作業で

す。多くの参加者に体験いただき、作成した縄文原体や拓本等の成果品を持ち帰られました。

本号から表紙や各ページの体裁を変えました。

これからも、読みやすく、内容を豊かにと心掛

けていきます。次号は特別展 「汐留紀行」の特

集号を予定 しています。ご期待下さい。
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中世の遺構群

石組の井戸

積み石遺構

小学生の遺跡見学



平成 ,1年度 広 報 ・普及事業のこ棄向
行 事 名 対 象 日 時 備  考

文 化 則 謡 浦 a
一般
120名

①7/14(水)
②9/11(土)
③10/13(水)
④12/18(土)
⑤ 1/29(土)
⑥ 2/23(水)

14:00-16:00
空I米斗

巨伽み著古学rB談皇 小 ・中学生 8/23(月 )～ 8/27(金 ) 10:00-16 無料

発 掘 調 宮 発 憲 a
一般
120名

9/25(土 ) 13:00-16 30

往復はがさで申込み

締切り :9/14(火 )

参力□費 無 料

汐 留 遺 跡 特 剛 愚

『汐留紀行 一六名屋嵐

がら六衆の駅ヘー』

参力□自由
10/29(金)

～11/3(祝)
9 :30-17:00 無料

文 化 朝 講 座
一般
120名

①l1/10(水)
②l1/17(水)
③l1/24(水)

14:00-16:00 無料

届 示 説 EB合 参力日自由
①12/11(土)
② 2/19(土)

00-11

30-14

午前午後 同 内容

無料

m画 鑑 日 会
午前 :小 。中学生

午後 :一般
各120名

1 /15 (土)
10:00-12:00

13:30-16:00
無料

鴛 文 土 樹 作 り 数 皇
①②各
親子 :20組

制作①8/19(木)
②8/20(金)

野焼さ ① ②合同
9/18(土)

9 :30-16:00

往復はがさで申込み
①②共
締切り :8/10(火)
参力□費 700円

セ よ う を つ く る う
一土樹偶臓原億作り家皇一

一般 :15名

親子 :15組
10/16(土) 10:00-12:00

往復はがさで申込み

締切 り :10/5(火 )
参加費 300円

拓 A 数 皇
一般 :20名

親子 i15組
10/16(土) 13:30-16!00

往復はがさで申込み

締切り !10/5(火 )
参加重 500円

目 輪 作 り 数 皇
一般 :10名

親子 :15組
11/27(土 ) 10:00-12

往復はがさで申込み

締切り :11/16(火 )
参力□費 300円

往復はがさで申込み

締切り :11/16(火 )
参カロ費 300円

編布(あれどん)作り数皇
一般 :10名

親子 :15組
11/27(土 ) 13:30-16:00

表紙背景写真解説 ― 港区東新橋一丁目汐留遺跡の石垣  遺 跡の場所は、十「1円鉄汐留貨物駅跡地にありました。現在

は 「汐留シオサイト」として高層ビル群が林立 しています。江戸時代の大名屋敷や明治時代の鉄道関連施設等が見つかっ

ており、龍野藩脇坂家江テゴ屋敷と仙台藩伊達家江戸屋敷の問からは、堀 も児つかっています。この堀はTl‐垣で造 られて

おり、長さ約300メー トル、幅3.8メー トルの規模があります。写真は、龍野藩側の石垣ですが、真鶴産の安山″十が多く

使われているようです。                             (西 岸 明 li任調査研究典)

1-千 代日区外神日四丁目遺跡のごみ穴  遺 跡は秋葉原駅前に位置 します。,11,「時代前期～幕末 。明治の武家圧敷

や町人の長屋、墓地が厚い地層の中から姿を現 しました。ご覧の写真は旗本店敷のごみ穴出土「i!1の一部、 ド駄 ・柄杓 ・

鍬 ・羽子板 ・漆椀 ・杓子・箆 ・櫛 ・木札 ・箸など木製|;7]、符 ・縄など繊維製「|!l、ガン類やニワトリなど鳥の骨、アンコ

ウやカツオの骨、アカガイ・カキの貝、コメ、モモなど種 r合計156点です。 この他陶磁器の碗や皿1、瓦、砥石、泥人

形、煙管、碁石、鍋弦、釘、布袋、火打石、焼け焦げた建築材などがあります。この穴は17世紀後半頃、火事場のごみ

を全部穴に埋めたと考えられます。

(及川 良 彦 li任調査研究員 撮影 岸  俊 太郎)
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